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B

は

じ

め

に

(-
)

酒
田
湊
は
'
河
村
瑞
賢
に
よ
る
城
米
廻
漕
の
改
良
以
来
'
出
羽
国
城
米
の
集

積

･
積
出
港
と
し
て
広
-
注
目
さ
れ
て
き
た
が
'
積
出
し
の
実
体
と
そ
の
展
開

(2
)

に
つ
い
て
は
殆
ん
ど
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
を
い
O
特
に
商
品
流
通
の
著
し
い
展

開
を
見
る
藩
政
期
後
半
の
そ
れ
に
つ
い
て
は
個
別
的
に
ふ
れ
る
と
こ
ろ
多
い
に

拘
ら
ず
､
問
題
史
的
に
せ
ま
る
実
証
に
乏
し
い
現
況
で
あ
る
.
そ
の
意
味
で
阿

部
善
雄
氏
の
越
後
城
米
の
輸
送
史
､
石
井
謙
治
氏
の
主
と
し
て
技
術
史
的
研
究

は
本
分
野
に
と

っ
て
貴
重
で
あ
る
｡
ま
た
渡
辺
信
夫
氏
は
最
近
の
研
究
動
向
を

把
握
し
た
ユ
ニ
ー
ク
を
推
論
の
中
で
､
水
蓮
史
を
流
通
史
の
上
に
位
置
づ
け
て

い
る
｡
本
小
塙
は
こ
れ
ら
の
優
れ
た
業
蹟
に
よ
-
夜
が
ら
､
酒
田
湊
を
起
点
に

す
る
北
国
海
運
史
の

一
実
証
を
試
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡

い
う
ま
で
も
を
-
､
出
羽
城
米
輸
送
史
は
(
1
)
最
上
川
水
運
史
を
中
心
に
す

る
集
積
史
､
(2
)積
出
し
特
に
仕
向
法
の
問
題
､
(3
)に
'
廻
漕
と
大
阪

･
江

戸
浅
草
蔵
入
れ
の
実
体
と
三
つ
の
部
分
に
分
け
て
考
察
す
る
こ
と
が
便
利
で
あ

工

藤

定

雄

ろ
う
｡
(1
)
の
最
上
川
水
運
史
に
つ
い
て
は
本
巻
に
於
い
て
他
に
考
察
す
る
人

(3
)

を
得
て
い
る
し
､
第
三
の
問
題
に
つ
い
て
は
史
料
的
制
限
か
ら
他
日
を
期
し
'

こ
こ
で
は
主
と
し
て
第
二
の
課
題
を
追
求
す
る
こ
と
に
す
る
｡
従

っ
て
､
城
米

輸
送
史
の
l
例
に
外
な
ら
を
い
が
､
筆
者
の
意
図
し
て
い
る
酒
田
港
の
商
業
的

機
能
の
解
明
に
接
近
す
る
こ
と
に
な
る
｡
そ
の
た
め
に
こ
こ
で
は
主
と
し
て
拙

(4
)
I(5
)

稿
酒
田
市
史
史
料
第
三
集
所
収

｢盛
岡
藩
廻
漕
録

｣

を
手

懸
-
に
し
て
ゆ
-
｡

(
1
)

古
田
良

一
･
日
本
海
運
史
概
説

同
文
書
院

拙

稿

書
評
人
物
叢
書

｢河
村
瑞
賢
｣
歴
史
30

･
31
輯

古
田
教
授
の
四
十
年
に
亘
る
海
運
史
研
究
の
業
績
目
録
は
'
東
北
史
学

会

｢東
北
水
運
史
の
研
究
｣
の
付
録
を
参
照
｡

(2
)

的

阿
部
善
雄

｢江
戸
城
米
の
廻
送
と
蔵
納
｣
史
学
雑
誌
72
-
1

幕
末
に
於
け
る
越
後
の
城
米
の
廻
送
か
ら
蔵
納
史
｡

回

石
井
謙
治

｢西
廻
-
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
に
つ
い
て
｣
交
通

文
化

4
号

(
一
票

四
)

特
に
航
海
技
術
史
に
詳
し
い
.

筆
者
は
水
産
庁
漁
船

研
究
室
に
所

属
｡

困

渡
辺
信
夫

『
幕
藩
制
確
立
期
の
商
品
流
通
』

柏
書
房
'

一
九
六



六

･
七
刊

本
書
は
流
通
史
の
立
場
か
ら
東
北
水
運
史
を
あ
つ
か

っ
た
劃
期
的
な
研

究
で
あ
る
｡
あ
つ
か
う
と
こ
ろ
は
藩
政
成
立
期
｡

(3
)

横
山
昭
男

･
梅
津
保

一
両
氏
'
本
書
所
収
論
文
｡

(4
)

酒
田
市
史
料
(響

)折

眺
望

年
六
月

所
収
'
六
六
二
五
以
下

｢盛
岡
藩

廻

漕

録
｣

(5
)

盛
岡
藩
｢
廻
漕
録
｣
(撃
h

網
棚
)を
簡
単
に
解
説
し
て
お
-
.
本
資
料

は
'
岩
手
県
盛
岡
市
県
立
図
書
館
所
蔵
本
で
'
同
館

一
食
則
文
氏
の
好

意
に
よ
-
借
覧
'
全
文
筆
写
の
機
会
を
得
た
も
の
を
'
快
諾
を
得
て
酒

田
市
史
料
三
集
海
運
篇
に
収
録
し
た
｡
｢廻
漕
録
｣
は
､

天
保
五
年
'

羽
州
村
山
郡
内
村
々
城
米
壱
万
二
千
石
余
の
廻
漕
を
南
部
蕗
の
為
替
請

負
で
積
出
す

こ
と
に
怒

っ
た
廻
漕
日
記

で
あ
る
D

同
年
三
月
廿
六
日

に
'
盛
岡
藩
の
酒
田
湊
出
役
荒
木
田
茂
助

･
村
山
代
官
池
田
岩
之
丞
が

酒
田
に
到
着
し
'同
日
か
ら
'六
月
十
八
日
ま
で
の
出
役
日
録
の
中
に
､

積
出
仕
法
の
実
態
が
櫓
具
体
的
に
う
か
が
え
る
｡
要
約
は
史
料
集
解
説

十
七
頁

･
十
八
頁
に
略
述
し
て
お
い
た
の
で
併
せ
参
照
さ
れ
た
い
｡

二

天
保
期
城
米
廻
漕
の
変
質

天
保
六
末
年

(
1(
≡
)
の
春
､
羽
州
村
々
城
米
を
南
部
藩
が
､
請
負

っ
て
酒

田
湊
か
ら
廻
漕
し
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
は

一
見
唐
突
に

見
え
る
｡

し
か
し

｢村
山
御
城
米
御
引
請
御
廻
之
節
者
､
是
迄
之
通
公
儀
御
廻
米
之
姿

二
候
事
故

31=
)

云
々
｣
と
見
え
'
公
儀
御
廻
米
の
仕
法
に
従

っ
て
引
請
け
た
こ
と
が
わ
か
る
｡

幕
府
直
あ
っ
か
い
の
廻
漕
で
あ
る
べ
き
仕
法
を
南
部
藩
に
請
負
わ
し
た
と
い
う

わ
け
で
あ
る
｡
河
村
瑞
賢
以
来
の
幕
府
直
あ
っ
か
い
仕
法
を
こ
の
年
南
部
藩
に

請
負
わ
し
た
理
由
は
直
接
語
ら
れ
て
い
を
い
が
'
例
え
ば
こ
の
頃
既
に
直
轄
化

し
て
い
た
蝦
夷
地
向
食
糧
米
調
達
を
中
心
に
､
奥
羽
諸
藩
に
よ
る
城
米
の
請
負

廻
漕
と
い
う
形
を
と

っ
て
行
わ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

と
こ
ろ
で
'
天
保
六
年
三
月
廿
六
日
に
酒
田
湊
に
到
着
し
た
南
部
藩
出
役
荒

木
田
茂
助
は
'
関
係
地
元
役
人
の
重
立
に
持
参
の
土
産

･
金
子
等
を
届
け
て
挨

(2
)

拶
を
交
わ
し
て
い
る
が
'
終

っ
て
､
日
和
山
の
城
米
置
場
を
視
察
し
'
日
和
山

よ
-
湊
風
景
の
美
し
さ
に
感
嘆
し
て
S
,る
O
こ
れ
ら
前
後
の
事
情
か
ら
荒
木
田

自
身
が
初
出
役
で
あ
る
こ
と
は
無
論
の
こ
と
で
あ
り
'
南
部
藩
に
と

っ
て
は
奥

(3
)(4
)

羽
城
米
の
酒
田
湊
廻
漕
は
初
め
て
の
こ
と
で
あ

っ
た
ら
し

い

｡

さ
て
'
四
月

一
日
に
怒

っ
て
積
出
し
の
事
に
取
掛

っ
て
い
る
｡
同
日
の
条
に

(
午
後
七
時
こ
ろ
)

｢
今

西

の
下

刻

'

村
山
代
官

池
田
岩
之
丞

･
富
樫
伊
助
方
江
下
着
｣

と
見
え

る
｡
城
米
輸
送
は
､
地
元
酒
井
藩
と
､
天
領
代
官
と
の
共
同
責
任
で
あ
る
こ
と

は
天
和
の
仕
法
で
明
ら
か
で
あ
る

(前
掲

･
注
解
(4
)参
照
)
｡
四
月
二
日
に

は
川
下

一
番
船
が
到
着
し
た
｡
寒
河
江

･
柴
橋
付
納
名
主
半
六

･
武
右
衛
門

･

市
太
郎

･
太
右
工
門

･
善
兵
衛
も
到
着
し
た
｡
但
し
､
寒
河
江

･
柴
橋
御
料
村

村
各
別
々
の
あ
っ
か
い
で
夜
-
､
郡
中
惣
代
が
立
て
ら
れ
､
経
費
負
担
､
水
楊

柳
廻

(は
か
-
直
し
)
を
定
め
､
米
置
場
に
城
米
を

預
置
き
'
廻
船
到
着
の

折
'
船
主
に
引
渡
し
､
石
数
吟
味
の
上
不
足
額
等
端
数
の
処
理
は
森
岡
薄
請
負

町
人
と
郡
中
惣
代
折
半
の
責
任
で
あ

っ
た
｡
こ
の
時
､
入
港
し
た
船
は
､
大
坂

雇
船
六
百
右
横
加
州
本
吉
加
畳
屋
九
兵
衛
船
'
弐
百
五
拾
石
積
大
坂
古
屋
寡
兵
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衛
船
'
六
百
右
横
加
州
本
庄
尾
山
屋
勘
兵
衛
船
の
三
娘
で
あ

っ
た
｡
雇
船
は
南

部
藩
出
役
'
寒
河
江
代
官
､
酒
田
浦
役
人
並
に
鶴
岡
の
御
用
達
商
人
等
の
見
分

を
受
け
た
.
次
い
で
'
四
月
九
日
に
､
請
負
町
人
盛
岡
屋
作
右
衛
門
と
船
頭
と

の
間
に
､
運
賃

･
弁
米

･
免
米
の
内
訳
に
つ
い
て
了
解
が
出
来
た
｡
そ
れ
に
よ

る
と
次
の
通
-
で
あ
る
｡

(1
)

敷
金

三
ツ
俵
壱
石
之
積

(2
)

船
賃

壱
石
二
付
手
取
銃
丸
匁
之
積

(5
)

酒
田
出
帆
､
大
阪
船
人
の
入
用
共
に
船
頭
横
軸
之
定

(3
)

御
用
捨
米
は
五
分
之
定
'
但
土
用
中
に
積
入
'
土
用
後
に
到
着
の

折
は
六
分
之
定
｡

(乾
燥
減
用
捨
米
)

(4
)

そ
の
他
'
見
分
入
用
費
と
し
て
壱
娘
に
付
い
て
壱
歩
位
懸
る
.
別

払
い
と
し
て
富
樫
伊
助
に
支
払

っ
た
.

筒

一
俵
に
付
三
斗
九
升
余
の
積
り
で
受
渡
し
が
行
な
わ
れ
る
が
'
城
米
は

一

か
ん
ま
い

俵
三
斗
七
升
で
あ
る
か
ら
､
二
升
余
-
は
欠

米

と

し
て
入
れ
ら
れ
る
定
め
で
あ

る
｡
ま
た
大
坂
行
と
違
い
､
田
名
部
行
の
場
合
は
用
捨
米
は

一
俵
に
付
七
合
と

極
め
た
.
以
上
の
様
な
取
極
め
で
､
船
積
を
す
る
こ
と
に
覆
る
が
'
南
部
藩
の

請
負
町
人
盛
岡
屋
作
右
衛
門
が
､

｢折
角
の
大
坂
登
せ
に
つ
い
て
､
文
句
を
申

上
る
の
は
ど
う
か
と
思
う
が
､
こ
の
様
に
入
用
(恥
か
)が
多
-
て
､
間
に
合
わ
を

い
｡
こ
の
点
を
よ
-
よ
-
御
考
え
に
覆

っ
て
､
入
用
の
か
か
ら
覆
い
北
揖
向
け

を
ど
に
方
針
を
か
え
た
ら
い
か
が
で
あ
ろ
う
｣
と
荒
木
田
茂
助
に
申
言
し
て
い

る
の
は
注
目
す
べ
き
で
あ
る
(鯛
賀

珊
惑

頂

).

四
月
十
二
日
､
定
法
が
了
解
し
合
わ
れ
て
､
米
積
が
行
な
わ
れ
､
南
部
藩
出

役
か
ら
諸
政
状
が
出
さ
れ
た
｡

寛

一
､
米
千
五
百
三
拾
八
俵

此
穀
五
六
九
石
六
升

但
三
斗
七
升
入

右
者
羽
州
村
山
郡
去
年
(NH<#
)御
年
貢
､
当
末
(需

)江
戸
御
廻
米
之
分
為
替
納

可
仕
内
､
書
面
之
通
於
酒
田
湊
御
渡
被
成
語
取
申
候

以
上

天
保
六
年
四
月
十
二
日

御
名
内
(網
棚
)

荒

木

田

茂

助

船
越
五
郎
右
衛
門

池
田
岩
之
丞
様

御
手
代
大
矢
周
助
梯

(酒
田
市
史
料
三

(附
等

貫
)
)

か
-
て
､
城
米
は
代
官
か
ら
南
部
藩
に
移

っ
た
｡
そ
こ
で
､
荒
木
田
茂
助
は

送
状
を
認
め
て
船
頭
に
持
た
せ
る
｡

為
積
登
申
御
米
送
状
之
事

一
､
御
米
千
五
百
三
拾
八
俵

加
州
本
富
加
登
屋
九
兵
衛
船

(6
)

沖
船
頭
九
左
衛
門
水
主
共
八
人
乗
､

此
穀
六
百
拾
弐
石
四
斗
八
勺
四
才

概
壱
俵
二
付
三
斗
九
升
八
合
壱
勺
八
才
廻
､
但
三
俵
壱
右
横
ニ
テ
舗
鋭

四
拾
匁
替
､
両
替
六
拾
五
匁
定
､
此
敷
金
三
百
拾
五
両
､
内
拾
八
両
大
坂

納
引
残
弐
百
九
拾
七
両
於
酒
田
湊
請
取
候
之
分
､
尤
運
賃
之
儀
者
其
表
定

之
通

右
者
羽
州
村
山
郡
為
替
米
同
州
於
酒
田
湊
右
船
頭
江
横
波
候
条
海
上
送
状
如

件
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天
保
六
年
四
月

羽
州
酒
田
湊
出
役

御
名
内

荒
木
田
茂
助

於
大
坂
蔵
屋
舗

御
名
内

神

平
内
殿

田
鍍

内
蔵
殿

以
上
の
如
き

｢送
-
状
｣

は
､
船
頭

へ
持
た
せ
る
が
､

同
内
容
の

｢陸
送

状
｣
を
作
製
し
て
江
戸
表
南
部
藩
に
届
け
'
江
戸
表
を
経
由
し
て
大
坂
蔵
屋
敷

に
廻
送
す
る
こ
と
に
怒

っ
て
い
る
｡
同
時
に

｢送
状
｣
の
写
し
は
国
元
に
送
り

(7
)

(8
)

届
け
'
九
兵
衛
船
は
四
月
十
七
日
に
出
帆
し
て
い
る
.

送
り
状
に
次
い
で
､
第
二
の
書
類
と
し
て
舗
金
受
取
状
が
作
製
さ
れ
て
'
同

じ
-
船
頭
に
手
渡
さ
れ
る
｡

舗
金
受
取
差
出
呉
候
様
船
頭
依
願
'

左
之
通
請
取
始
末
之
専

一
金
弐
百
九
拾
両

右
者
其
表
御
雇
船
之
内
'
加
州
本
書
加
畳
屋
九
兵
衛
船
'
沖
船
頭
九
左
衛
門

乗
､
御
米
横
波
'
舗
金
其
許
納
之
分
引
残
右
之
通
受
取
係
之
粂
'
御
米
引
請

此
手
形
二
向
前
書
出
金
御
渡
可
被
成
候

依
而
如
件

天
保
六
年
四
月

羽
州
酒
田
湊
出
役

御
名
内

荒

木

田

茂

助

船
越
五
郎
右
衛
門

於
大
坂
蔵
舗

御
名
内

神

平
内
殿

田
鍍
内
蔵
之
丞
殿

(前
掲
史
料
集
三
'
六
六
八
頁
下
段
)

南
部
藩
大
坂
蔵
宿
神

･
田
鍍
両
人
に
対
し
'
大
坂
仕
立
の
本
書
加
登
屋
九
兵

衛
船
に
積
込
ん
だ
前
書
の
米
を
請
取

っ
た
ら
､
舗
金
弐
百
九
拾
七
両
を
船
頭
に

手
渡
し
て
欲
し
い
と
い
う
内
容
で
あ
る
O
輸
送
責
任
の
保
証
金
を
酒
田
出
役
の

荒
木
田
茂
助
に
支
払

っ
て
出
発
し
た
船
頭
が
､
大
坂
蔵
宿
に
憲
を
-
手
渡
し
た

暁
に
大
坂
表
に
て
そ
の
保
証
金
を
弁
済
し
て
貰
う
仕
組
で
あ
る
｡

+
i

沖
船
頭
九
左
衛
門
は
､
御
米
積
受
証
文
を
記
し
､
漸
時
輸
送
日
程
､
途
中
澗

か
か
り
'
日
和
符
等
を
書
続
け
た
船
中
日
記
を
つ
-
る
こ
と
に
怒
る
.
こ
れ
は

逗
留

･
澗
懸
り
の
行
先
々
の
役
人
が
書
き
足
し
印
形
を
押
し
て
､
船
頭

へ
渡
す

こ
と
に
な

っ
て
い
る
｡
船
中
日
記
は
航
海
日
記
で
'
船
中
日
帳

･
日
帳
を
ど
と

も
い
う
｡
出
羽
国
村
山
郡
山
家
村
山
口
家
文
書
の
中
に
'
尾
花
沢
､
東
根
代
官

領
域
米
の
酒
田
湊

～
江
戸
品
川
ま
で
の
航
海
日
誌
が
含
ま
れ
て
お
-
､
こ
れ
に

よ
る
と
､
出
帆
後
の
江
戸
到
着
ま
で
の
途
中
航
海
日
程

･
寄
港

･
滞
在
日
程
な

ど
具
さ
に
分
明
す
る
.
前
記
交
通
文
化
六
四
年
4
号
に
石
井
謙
治
氏
(附
加
折
漁
船
)

が
こ
れ
を
利
用
し
て

｢西
廻
航
路
に
お
け
る
城
米
輸
送
に
つ
い
て
｣
と
い
う
論

稿
を
掲
載
し
て
い
る
の
で
'
こ
こ
で
は
省
略
す
る
.
た
だ
'
酒
田
で
仕
立
て
ら

れ
た
日
帳
の
表
紙
を
示
し
て
お
-
0

(次
頁
)(9
)

船
頭
九
郎
左
衛
門
に
は
別
に
九
曜
御
船
印
壱
本
が
渡
さ
れ
る
｡
(
二
六
四
百
)

大
坂
蔵
宿
の
神

･
田
鍍
両
役
宛
添
状
に
'
雇
船
が
順
調
に

到
着
し
な
い
の

で
､
廻
漕
が
甚
だ
差
支
え
る
旨
苦
言
を
呈
し
て
い
る
｡

｢御
雇
胎
相
渡
候
而
者
甚
差
支
申
候
'
い
ま
た
三
肢
を
ら
て
ハ
着
無
之
候
之

(マ
こ

間
'
為
御
登
高
半
分
之
通
こ
も
至
兼
'
其
上
殊

二
審
三
千
石
余
も
為
御
登
相
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(半
紙
竪
帳
上
書
)

未

四

月

大

坂

廻

米

船

中

日

記

羽
州
酒
田
湊
出
役

御
名
内

荒

木

田

茂

助

船
越
五
郎
右
衛
門

成
可
申
哉
二
御
座
候
､
御
雇
船
着
迄
御
開
江
差
置
而
者
'
滅
米
不
少
相
出
申

候
'
‥
-
･諸
懸
-
等
も
有
之
御
損
毛

二
相
成
申
候
｣

(仝
上
六
七
〇
下
)

い
ま
だ
三
腺
だ
け
し
か
到
着
し
て
い
な
い
の
で
､
輸
送
計
画
の
半
分
も
覚
付

か
を
い
｡
雇
船
が
到
着
し
な
い
こ
と
に
は
､
最
上
川
を
下
し
て
酒
田
下
着
の
城

米
は
､

｢御
米
置
場
｣
に
保
管
し
て
お
-
よ
り
外
仕
様
な
い
の
で
､
減
米
は
出

る
し
､
諸
掛
-
も
嵩
ん
で
-
る
か
ら
'
御
国
の
損
に
な
る
O

｢其
元
二
而
雇
方
御
面
倒

こ
も
御
座
候

ハ
､
此
元
二
而
も
相
雇
可
申
哉
｣

御
雇
船
の
こ
と
は
大
坂
蔵
元
の
役
目
で
あ
る
が
､
こ
ち
ら
で
才
覚
し
て
も
よ

い
と
申
入
れ
て
い
る
｡
地
廻
り
経
済
の
進
展
に
伴
な
い
､
大
坂
船
に
頼
ら
な
い

地
方
市
場
の
展
開
の
き
ざ
し
を
見
得
る
の
で
あ
る
｡

以
上
は
大
坂
廻
し
第

一
船
九
兵
衛
船
出
帆
の
経
過
を
示
し
た
が
､
同
第
二
船

大
坂
帯
尾
嘉
兵
衛
船
､
第
三
船
加
州
本
音
尾
山
屋
勘
兵
衛
船
も
同
様
に
し
て
出

帆
し
た
｡
送
状
に
よ
り
要
約
す
る
と
第

一
表
の
様
に
な
る
｡

第
二
船
の
御
用
状
に
よ
る
と
､
大
坂
帯
尾
嘉
兵
衛
船
は
四
五
〇
右
横
船
を
差

下
し
た
こ
と
に
孝

っ
て
い
る
が
､
実
際
に
到
着
し
た
船
は
二
五
〇
右
横
船
で
あ

勘 尾 加 第 薪 大 第

兵山 州 3 兵 船 2 船将 星 本 船 縛 滞 船

船 音 船 屋

磨四郎 一二±′

刀て 船

助 疏

入 水人 生乗 共 水 薬八 主 観人 共 且

芽 裏 芸悪 意壱 斗勺 穀 宗三 三 霞 城-3 葦 !米

仝右 同雪 雲 三上
三 升 汁

孟 看 升壱廼債

空 走菅 節 但扇 菱 琵 室

敷

両

両十 石香 匁 級

- 酒内

会商

奉 還ー l L _

ノ1ヽ両 :+ :

256

る
｡
事
情
を
調
べ
て
見
る
と
'
大
坂
か
ら
空
船
に
て
酒
田
に
廻
航
途
中
'
船
懸

り
し
て
(朋
輩

分
)
商
荷
を
積
入
れ
､
違
犯
が
露
顕
し
た
の
で
､
代
船
を
派
遣
し

た
こ
と
が
わ
か
っ
た
｡
約
定
と
違
い
､
小
規
模
船
を
使
い
'
特
に
廻
送
途
中
難

船
を
ど
の
事
故
が
あ

っ
た
ら
事
免
倒
に
を
る
こ
と
も
考
え
ら
れ
る
が
､
大
坂
蔵

元
に
於
い
て
'
承
知
済
の
ナ｣
と
故
､
当
方
で
は
そ
の
ま
ま
二
五

〇
右
横
に
し
て

送
り
出
し
た
と
述
べ
て
い
る
.
空
船
廻
船
は
'
城
米
輸
送
の
上
か
ら
止
む
こ
と

を
得
を
い
先
規
で
あ
る
が
'
こ
の
頃
､
規
定
通
り
に
は
行
を
わ
れ
ず
､
途
中
湊

懸
り
し
て
下
杭
の
折
､
商
荷
物
を
積
み
込
み
､
他
の
湊
懸
り
中
に
こ
れ
を
商
な

っ
て
仕
舞
う
こ
と
が
う
か
が
わ
れ
る
｡
要
は
空
船
で
大
坂
を
出
帆
し
､
空
船
で

酒
田
湊
に
入
湊
す
れ
ば
よ
い
の
で
､
途
中
の
こ
と
は
船
頭
任
せ
､
概
ね
途
中
商

荷
の
売
買
が
行
な
わ
れ
た
実
情
が
あ

っ
た
も
の
の
よ
う
で
あ
る
｡
会
々
船
懸
-

申
､
ま
た
は
難
船
し
て
そ
の
事
が
露
顕
す
る
と
､
御
雇
船
か
ら
下
り
な
け
れ
ば

な
ら
を
い
し
､
受
取

っ
て
来
た
運
賃
等
の
諸
経
費
は
弁
償
し
な
け
れ
ば
な
ら
を



い
｡
し
か
し
弁
償
の
背
痛
よ
-
､
抜
荷
商
い
の
利
益
が
大
き
か
っ
た
か
ら
屡
々

行
を
わ
れ
た
も
の
で
あ
ろ
う
｡
因
み
に
表
向
空
船
に
て
実
商
い
が
公
然
と
大
量

に
行
覆
わ
れ
る
と
'
廻
航
日
数
が
ひ
ど
-
嵩
む
こ
と
に
を
-
'
差
支
え
が
あ
る

の
で
積
荷
を
禁
じ
て
い
た
の
で
あ
る
｡
た
だ
し
全
-
の
空
船
で
は
船
足
が
遅
い

と
い
う
事
情
も
あ

っ
た
の
で
､
塩

･
藍
五

･
砥
石
の
三
品
に
限
り
､
積
石
の
三

分
の

一
ま
で
許
容
す
る
こ
と
に
な

っ
た
.
即
ち
､
右
の
三
品
に
限
り
､
千
石
船

第
二
義

南
部
藩
諸
湊
行
廻
漕
送
状
表

怒
ら
三
石
石
ま
で
､
五
百
石
船
な
ら

一
五
〇
石
ま
で
が
三
品
容
積
石
高
で
あ

っ

(10
)

(ll
)

た
｡
こ
の
許
可
を
得
た
時
期
は
､
諸
国
御
廻
米
取
扱
心
得
方
覚
書
抜
に
よ
り
寛

保
元
酉
年
十

一
月
と
思
わ
れ
る
｡

さ
て
同
様
に
し
て
､
南
部
藩
宮
古

･
同
野
辺
地

･
同
大
槌
､
山
田
に
第
四

･

五

二
ハ
･
七

･
八

･
九
船
の
六
船
が
廻
漕
さ
れ
た
｡
送
-
状
に
よ
っ
て
要
点
を

抄
出
し
､
表
示
し
て
お
こ
う

(第
二
表
)
0

第 第 第 第 早 廻船

7 5 4 数船 船 船 船■

野辺也 官 野辺也 官 行古 古 先

早 越 小 越 薩 摂 (米 越 船後 針 前 蝉 州 ケ前
Jtl 国 星 三 尾 大 脇坂
▲▲_l石 五 国 春 蝶 浦井

滞 船･部 郎 湊兵衛 六 籍

船

頭
､

水

主

炊
水

共

七
人

(
∬

升

董

勺

九
オ

城

米
一
俵

二

付

升

廻

迎

賃

金

三斗
九
升

三
合

一
勺

三
オ

竺

両

二
歩

'

鉄

三
匁

三
斗

九
升

四
合

二
勺

廻

竺

両

1
歩

奴

〓

匁

四
分

悶
斗

二
合

1
勺

(
オ

廻

五
一
両

二
歩

級

1
E
匁

四
分

国
庫

･
..:

日

-;

告

吊

..:i
=
L:
,,=
,.2

三
斗

九
升

六
合

弐

勺

三
オ

廻

鋪

金

三
三

両

仝
両

二
歩

'

鋲

壱

匁

壱

分

れ
厘

(
敷

金

三

三
両

酒

田

湊

受

取

)

野

辺

地

着

波

越

後
岩

船

部

新

保

浦

三
斗

九
升

三
合

廻

(
…

…

H

loE
i

歩

警

聖

霊

(
敷

金

弐

百

両

酒

田

湊

受

取

)

大

槌

山
田

君

波

越

前

敦

賀

天

鼻

五

郎

右

工

門

船

三
斗

九
升

一
合

廻

.

完

両

三
歩

銀

水
匁

七
分

1
庫

百

石

二
付

七
両

]
歩

定

野
辺
地
君
波
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以
上
の
廻
船
送
状
を

一
覧
表
に
し
て
見
る
と
､
積
船
の
石
数
が
､
意
外
に
小

さ
く
'
且
つ
ま
ち
ま
ち
で
あ
る
こ
と
が
目
立
つ

第
三
表

廻

船

の

積

石

(第
三
表
)
0

(13
)

帆
出
来
る
棟
に
仕
組
ま
れ
て
い
た
｡
以
上
の
仕
法
に
必
ず
し
も
合
致
L
を
い
森

岡
藩
の
廻
漕
手
段
は
何
故
で
あ
ろ
う
か
｡
そ
の
こ
と
を
考
察
す
る
為
に
廻
漕
の

実
態
を
い
ま
少
し
-
刻
明
に
し
て
見
よ
う
｡

宮
古

･
野
辺
地

･
大
槌
山
田
湊
廻
送
米
は
'
概
ね
当
初
計
画
に
基
い
て
い
る

が
'
廻
漕
米
石
高
は
当
初
計
画
よ
り
上
廻
っ
て
積
込
ま
れ
た

(第
四
表
)
0

第
四
表

廻
漕
米
石
高
の
当
初
計
画
と
の
比
較

258

凡
そ
城
米
積
船
の
仕
法
は
､
大
坂
御
船
割
代
官
が
湊
割
書
付
を
以

っ
て
割
出

す
こ
と
を
原
則
と
し
､
伊
勢

･
尾
張

･
紀
伊
船
を
東
海
海
路
に
､
西
廻
航
路

(っ】)

(中
国

･
西
国

･
北
国
筋
)
に
は
塩
飽
島
の
堅
牢
夜
も
の
を
宛
て
た
｡
右
横
は

千
石
以
上
を
原
則
と
し
た
が
少
-
と
も
五
百
石
止
ま
り
に
し
た
｡
小
積
船
は
大

量
短
時
間
廻
漕
の
原
則
に
合
わ
な
い
か
ら
で
あ
る
.
廻
漕
期
日
も
凡
そ
の
取
極

め
が
あ

っ
た
｡
五
畿
内

･
中
国

･
西
国

･
美
濃

･
伊
勢
国
之
分
は
年
内
不
残
積

船
い
た
し
､
早
春
の
う
ち
に
着
船
す
る
こ
と
'
北
国
筋
の
分
は
早
春
の
う
ち
に

積
船
を
定
め
る
､
八
十
八
夜
に
な

っ
た
ら
積
湊

へ
廻
し
､
五
､
六
月
を
限
-
着

船
す
る
様
に
仕
向
け
る
こ
と
に
申
渡
し
て
い
た
｡
従

っ
て
北
国
筋
で
は
極
月
限

-
納
米
を
'
済
ま
し
早
春
川
下
げ
し
て
'
空
船
到
着
の
四
月
頃
に
積
込
み
'
出

約
千
百
石
余
南
部
方
面
廻
漕
が
計
画
を
上
廻
っ
て
実
施
さ
れ
た
｡

抑
々
北
国
向
け
に
つ
い
て
は
､
大
坂

･
江
戸
廻
し
と
別
個
に
仕
法
が
出
来
て

い
る

(傍
点
筆
者
)
即
ち
北
国
向
船
仕
法
は
､

(
1
)

米
壱
懐
こ
付
減
米
七
合
宛
免
米
之
事

(2
)

瀬
取
船
手

一
切
無
構

(瑞
賢
仕
法
に
反
し
て
い
る
)

(3
)

御
米
渡
は
浜
物
渡
､
つ
ま
-
'
廻
漕
船
か
ら
陸
上
に
あ
げ
た
も
の

を
以
て
渡
す
こ
と
で
あ
る
｡

(4
)

濡
米
等
損
米
が
出
来
た
な
ら
､
船
頭
取
斗
に
て
処
理
之
事
'
相
場

は
宮
古
表
相
場
に
よ
る
こ
と
｡



(
5
)

小
沢
手
壱
俵

二
付
九
合
'
中
沢
手
同

1
升
五
合
'
大
沢
手
同
二
升

一
合
宛
代
金
宮
古
表
時
之
相
場
を
以
て
弁
納
す
る
こ
と
｡

(6
)

軽
俵
数
何
程
有
之
共
'
用
捨
米
を
指
引
い
て
欠
米
を
以
て
弁
米
之

事
｡
鼠
喰
米
も
同
様
｡

船
中
日
記
や
浦
触
は
大
坂

･
江
戸
廻
し
と
同
じ
あ
っ
か
い
で
あ
る
O
野
辺
地

着
の
後
､
米
払
下
げ
､
そ
の
代
金
は
､

｢御
米
私
代
之
儀
者
盛
岡
表
江
御
上
納
可
被
成
候
｣
と
あ
り
､
藩
庫
に
這
入

る
こ
と
に
な

っ
て
い
る
o
上
乗
は
大
畑
湊
の
勘
右
衛
門
に
依
嘱
し
た
｡
持
参
の

日
の
丸
は
藩
に
返
す
こ
と
に
怒
る

(仝
上
史
料
集
三
､
六
七
六
貢
)
0

さ
て
'
当
初
の
廻
漕
計
画
は
､
寒
河
江

･
柴
橋
城
米

一
万
二
千
石
の
う
ち
'

二
五
〇
〇
石
で
､
残
-
九
五
〇
〇
石
を
大
坂
に
廻
す
筈
で
あ

っ
た
｡
然
る
に
三

分
の

1
に
過
ぎ
な
い
第

1
次
廻
漕
に
既
に
北
国
向
け
は

一
〇
〇
〇
石
余
計
画
を

越
え
て
い
る
｡
こ
の
計
画
変
更
に
つ
い
て
､

｢当
時
大
坂
表
相
場
下
落

二
相
聞

得
候
得
者
'
引
合
中
間
飾
､
三
千
石
者
大
坂
表
江
差
登
'
其
他
者
時
宜
申
度
｣

(仝
上
史
料
三
､
六
七
九
頁
下
段
)
と
い
い
､
大
坂
相
場
が
悪
い
か
ら
'
適
宜

に
相
場
を
見
計

っ
て
廻
漕
し
た
い
と
い
っ
て
い
.る
｡
加
之
へ
大
坂
表
の
着
船
が

遅
れ
て
い
る
か
ら
'
や
が
て
残
り
の
三
分
の
二
の
川
下
も
来
月
中
旬
ま
で
は
完

了
す
る
こ
と
に
覆

っ
て
い
る
'
天
井
な
し
の
御
米
置
場
に
長
-
積
み
お
く
と
減

米
も
嵩
み
'
夜
番
等
経
費
も
要
る
こ
と
で
あ
る
と
い
っ
て
い
る
O
こ
の
計
画
変

更
願
に
対
す
る
藩
の
解
答
が
欄
外
に
書
込
ま
れ
て
い
る
｡
即
ち
'

｢書
面
之
通
御
取
斗
可
被
成
候
｣
但
し
'
相
場
に
よ
-
'
下
ノ
関

･
松
前

へ

も
廻
し
度
い
と
の
作
右
衛
門
の
申
出
は
実
現
し
て
い
を
い
.
備
野
辺
地

･
田
名

部
廻
し
の
候
に
つ
い
て
､
当
町
加
賀
屋
与
助
と
申
す
も
の
先
年
よ
り

田
名
部

通
廻
船
之
内
御
免
船
所
持
常
在
-
-
此
度
御
為
替
米
御
用
筋
御
用
相
蒙
り
度
願

出
｣
た
と
あ
り
､
こ
れ
叉
願
之
通
許
さ
れ
て
い
る
か
ら
'
加
賀
屋
が
北
国
廻
変

更
に

1
役
買

っ
て
い
る
ら
し
い
.
宮
古
よ
-
の
廻
船
が
覚
付
か
覆
い
の
で
､
地

雇
の
た
め
加
賀
屋
与
助
に
談
合
さ
し
て
取
計
ら
わ
し
た

(六
八
四
頁
上
段
)
0

ま
た
､
宮
古
通
廻
米
に
付
'
鍬
ケ
崎
よ
り
出
帆
の
空
船
に
､
延
鉄
五
拾
箇
積
込

ん
で
や
る
か
ら
､
向
々
へ
払
い
売
捌
-
様
に
と
付
加
え
て
い
る
か
ら
'
藩
自
身

の
計
ら
い
で
最
早
や
城
米
廻
送
船
も
､
商
荷
輸
送
の
性
格
を
持

っ
て
来
た
も
の

と
考
え
て
よ
い
O
更
に
第
二
の
計
画
変
更
の
余
儀
を
卓
に
至

っ
て
い
る
.
大
坂

相
場
下
落
の
上
'
大
坂
廻
し
空
船
が
到
着
し
夜
い
の
は
､
船
頭
が
兵
庫
ま
で
怒

ら
承
知
す
る
が
､
大
坂
川
口
廻
し
は
御
免
だ
と
主
張
し
て
い
る
こ
と
が
わ
か
っ

た
｡
恐
ら
-
大
坂
川
口
が
遠
-
て
通
船
技
術
が
難
し
い
だ
け
で
夜
-

(前
掲
書

六
八
七
頁
)
'
諸
き
ま
り
が
や
か
ま
し
-
'
兵
庫
は
相
場
も
大
坂
に
比
べ
て
よ

-
'
途
中
寄
航
地
で
あ
る
か
ら
､
恐
ら
-
商
荷
の
積
込
み
に
便
利
で
あ

っ
た
の

で
は
を
い
か
.
作
右
衛
門
は
､
下
関

･
兵
庫
廻
航
に
変
更
し
た
ら
ど
う
か
と
伺

い
を
立
て
て
い
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
O

五
月
廿
四
日
に
な

っ
て
､
大
坂
廻
雇
二
番
船
が
入
津
し
た
が
､

｢至
而
小
船

斗
二
市
､
相
雇
候
様
之
船
無
之
｣
し
か
も

｢大
坂
行
之
儀
者
如
何
様

こ
も
属
人

無
之
｣
当
惑
し
て
い
る
｡
二
番
船
之
内
加
州
安
宅
浦
大
川
屋
九
兵
衛
船
六
五
〇

右
横
の
如
き
は
'
去
る
二
月
十

一
日
に
大
坂
出
帆
し
て
､
漸
-
五
月
廿
三
日
に

入
津
し
て
い
る
か
ら
､
前
後
三
ケ
月
余
り
費
し
て
い
る
.
延
着
の
訳
を
尋
ね
た

と
こ
ろ
､
船
頭
が
病
気
で
､
途
中
滞
留
し
て
釆
た
と
い
い
､
し
か
も
多
分
の
積

荷
を
持

っ
て
お
り
､
城
米
は
二
五
〇
石
し
か
積
め
な
い
と
言
い
張
っ
た
｡
ま
た

同
津
入
船
の
う
ち
加
州
本
書
明
翫
屋
書
次
郎
船
は
四
百
石
積
で
あ
る
が
'
城
米
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第
五
表

大

坂

為

登

廻

船

船

籍

沖

,I:.･;

川

.:｡･'･

=..i
.

栄

城
米

一
俵
升
廻

一
鋪
鍍
金

加

州

安
宅
浦

大

川

屋
九
兵
衛
船

加

州

本

明

翫
屋

膏

次

郎

船

越

中
伏

木

魚

屋
助

着

工
門

船

越

中

伏

木

西

海

屋

忠

次
郎
船

加

州
江

沼

郡

橋

立

浦

長

兵

衛

間

平

弥

三

郎

忠

兵

衛

直
身
樋
屋
又
次
郎

水
主
共
八
人

水
主
共
五
人

水
主
共
七
人

水
主
共
六
人

五
三
俵

云
一石
六
斗
九

合

七
宝
俵

喜
三
石
二
斗
一升
七
合

三
九
〇
俵

六
喜
石
石
票
三

一〇
至
俵

四
〇
〇
石
一〇雲
六

一七
〇三
俵

三

斗
九

升
三
合

三
斗
九
升
九合

三

斗

八
升
四
合
入
勺
三
オ

一11斗
八
升
三
勺
三
オ

三
俵

一石
積

鋪
銀
四
拾
匁
替

両
替
iハ拾
五
匁
定
'
六
月

四
日

出
帆

仝

右

⊥ハ
月

四
日

出

帆

仝

右

鯛
朋
F
o
踊

帽

有

言

入
津

仝

右

鯛
朋
訓
踊

帽

青

首

入
津
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横
請
高
は
三
百
石
で
あ
る
と
い
う
0
去
る
三
月
十

一
日
大
坂
出
帆
し
て
､
五
月

甘
七
日
入
津
で
､
こ
れ
も
二
ケ
月
半
を
要
し
て
い
る
｡
何
れ
も
密
か
に
途
中
商

い
を
し
て
い
た
こ
と
が
推
定
さ
れ
る
｡
大
坂
廻
し

二
番
船
に
順
次
米
を
積
込

み
､
出
帆
し
た
｡
第
10
船
か
ら
第
13
船
の
送
状
を
要
約
す
る
と
第
五
表
の
通
-

で
あ
る
｡

伺
い
を
以
て
江
戸
並
び
に
盛
岡
役
所
に
立
て
た
飛
脚
が
追
々
帰
酒
し
て
い
る

が
'
そ
の
答
書
の
趣
旨
は
'
江
戸
表
か
ら
は
､
大
坂
相
場
､
雇
船
難
を
了
承
し

て
作
右
衛
門
の
願
い
通
-
に
聴
届
け
ら
れ
､
下
関

･
兵
庫
何
れ
を
-
と
差
向

け
'
代
金
廻
収
を
確
か
に
す
る
様
に
と
附
加
え
て
い
る
.
森
岡
か
ら
は
､
野
辺

地

･
田
名
部

｡
両
閉
伊
廻
米
の
儀
は
'
見
合
わ
せ
る
様
に
と
い
う
の
で
あ
る
｡

当
方
何
方
も
米
不
足
之
儀
無
之
､
両
閉
伊
者

仙
台
米

並
岩
城
米
が
大
量
に
入

津
､
米
値
段
格
別
に
下
落

二
付
引
合
相
成
兼
-
-
⊥

廻
米
之
儀
を
控
え
る
こ

と
､
松
前
表
も
不
漁
の
た
め
融
通
悪
-
､
代
料
廻
収
も
滞
る
べ
-
､
こ
れ
叉
廻

米
を
控
え
､
専
ら
上
方
廻
し
を
進
言
し
て
来
た
｡
そ
の
結
果
､
船
雇
船
加
州
江

沼
郡
橋
立
浦
の
樋
屋
叉
次
郎
船
で
､

一
七

〇
三
俵

(約
七

〇
〇
石
)

を
廻
し

た
｡
但
し
､
兵
庫
は
蔵
元
商
人
が
い
な
い
の
で
､
酒
田
廻
船
問
屋
渡
辺
五
兵
衛

に
請
負
わ
せ
､
兵
庫
の
米
問
屋
北
風
庄
右
衛
門
に
宛
て
て
売
捌
か
し
た
｡
売
仕

切
勘
定
等
は
大
坂
蔵
屋
敷
が
こ
れ
に
当
る
こ
と
に
し
た
｡



以
上
六
月
十
八
日
ま
で
の
廻
船
記
録
に
よ
っ
て
､
酒
田
湊
廻
船
の
実
態
を
う

か
が
っ
て
来
た
｡
要
約
す
れ
ば
次
の
如
-
に
怒
ろ
う
｡

旧
船
々
よ
-
敷
金
は
合
計
弐
千
六
百
九
拾
弐
両
三
歩
で
あ
る
O
こ
の
中
千

四
百
両
は
五
月
廿
五
日
江
戸
へ
差
登
せ
た
｡

個
廻
米
高
並
に
差
引
残
高

三

終

り

に

①
寒
河
江
代
官
所
分

㊤
柴
橋
分

′♪此
石
高

込
米

一
俵
二
二
升
込

石
〆

㊥
内

大
坂
廻

兵
庫
大
槌
宮
古
廻

野
辺
地

･
田
辺

〆残

一
万
四
千
四
百
四
十
四
俵

一
万
八
千
二
百
八
十

一
俵

三
万
二
千
七
百
二
十
五
俵

一
万
二
千

一
〇
八
石
余

六
五
四
石
余

一
万
二
千
七
百
六
二
石
余

三
〇
一
九
石

一
〇
六
〇
石
余

五
八
三
石
余

八
八
二
石
余

二
千

1
八
二
石
余

七
千
七
百
二
十
六
石
余

五
千
三
十
六
石
余

二
番
船
も
全
て
川
下
り
L
を
い
し
､
三
番
船
の
川
下
げ
の
終
る
の
は
七
月
上

旬
に
を
る
で
あ
ろ
う
と
い
っ
て
い
る
.

天
保
六
年
春
の
酒
田
湊
城
米
西
廻
輸
送
の
積
出
し
の
実
体
を
忠
実
に
追

っ
て

見
た
｡
云
う
ま
で
も
を
-
'
城
米
廻
漕
は
幕
府
並
び
に
江
戸

･
大
坂
の
台
所
経

済
の
根
幹
を
な
す
｡
従

っ
て
'
廻
船
仕
法
は
'
河
村
瑞
賢
以
来
祖
法
と
し
て
厳

し
い
も
の
で
あ

っ
た
O
し
か
る
に
'
天
保
期
に
覆
る
と
'
(
1
)瀬
戸
内
塩
飽
船

を
中
心
に
す
る
大
坂
仕
立
巨
船
主
義
が
-
ず
れ
て
'
小
船
で
､
北
前
船
や
地
雇

船
が
目
立

っ
て
多
-
な
る
O
(2
)城
米
現
石
た
り
と
雄
も
大
坂

･
江
戸
廻
漕
と

は
限
ら
ず
'
下
関

･
兵
庫
或
い
は
南
部

･
松
前
等
'
相
場
或
い
は
豊
凶
に
よ
る

需
給
関
係
を
見
て
仕
向
け
地
を
変
更
し
て
い
る
O
こ
れ
は
'
江
戸
市
場
の
地
廻

り
経
済
圏
の
自
立
に
伴
を
い
'
江
戸
食
糧
事
情
が
単
純
を
城
米
輸
送
に
依
存
し

夜
い
体
制
が
出
来
た
こ
と
を
第

一
の
要
因
と
し
て
い
る
｡
例
え
ば
､
文
化
年
代

(M
)

か
ら
屡
々
江
戸
廻
米
二
分
減
令
が
出
さ
れ
て
い
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
'
江
戸
台

所
米
は
各
私
領
毎
に
必
要
量
廻
米
す
る
様
に
と
付
加
え
ら
れ
て
い
る
O
恐
ら
く

台
所
米
の
必
要
量
が
年
増
し
に
増
加
し
て
い
る
が
､
途
中
輸
送
の
煩
わ
し
さ
に

堪
え
兼
ね
た
苦
肉
の
策
で
あ
り
'
商
人
米
を
含
め
て
､
地
払
米
の
商
荷
輸
送
に

切
り
換
え
る
手
段
と
考
え
る
｡

(3
)､
大
坂
雇
船
難
と
い
い
地
雇
も
容
易
で
覆
い
理
由
は
'
こ
れ
ら
の
空
船

廻
漕
規
定
の
守
ら
れ
難
い
事
実
が
物
語

っ
て
い
る
通
り
'
商
荷
の
利
潤
が
'
城

米
輸
送
の
運
賃
を
上
廻
る
経
済
の
進
展
に
応
ず
る
も
の
で
あ
ろ
う
｡
以
上
の
酒

田
湊
城
米
廻
漕
の
意
味
を
更
に
明
ら
か
に
す
る
た
め
に
､
は
じ
め
に
か
か
げ
た
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第
三
の
廻
漕
史
の
究
明
に
得
た
夜
け
れ
ば
怒
ら
な
い
O

(
1
)

前
掲

｢
廻
漕
録
｣
三
月
甘
六
日
条

(3
)

南
部
藩
と
酒
田
湊
に
つ
い
て
は
古
い
し
か
も
深
い
縁
故
が
あ

っ
た

が
'
そ
れ
は
藩
成
立
期
に

於
け
る

交
渉
で
あ
-
､

事
情
は
違
う
｡

即

ち
､
信
直

･
利
直
時
代
に
､
上
洛
の
折
の
定
宿
と
し
て
酒
田
の
加
賀
屋

与
助
を
指
定
し
､
そ
の
縁
故
に
よ
-
､
南
部
領
田
名
部
の
諸
湊
無
役
出

入
な
ど
の
呪
懇
が
あ

っ
た
が
'
享
保
期
に
は
そ
の
事
が
絶
え
て
い
る
O

即
わ
ち
そ
の
後
商
品
的
流
通
期
に
這
入

っ
て
の
特
別
の
交
渉
は
夜
か

っ

た
も
の
と
思
わ
れ
る
｡

(拙

稿
､
酒
田
商
人
の
研
究
-
請
株
制
に
つ
い
て
-
歴
史
第
3

･
3

輯
合
併
号
)

(2
)

酒
田
町
奉
行

小
川
渡
太
夫

同

所
帳
付

中
西
八
十
郎

庄
司
京
次
郎
)

縞
紬
壱
匹

金
弐
百
匹

小
川
渡
太
夫
は
天
保
五
年
正
月
十
三
日
就
任
､
嘉
永
三
年
四
月
廿
七
日
退

役
｡
偶
､
右
之
挨
拶
廻
-
に
は
浦
役
人
富
樫
伊
助
が
先
導
役
を
勤
め
て
い

る
｡
因
み
に
浦
役
人
は
､
河
村
瑞
賢
改
良
に
か
か
る
城
米
置
場
設
置
以
来

の
役
職
で
あ
る
｡
因
み
に
二
木
九
左
工
門

･
二
木
庄
兵
衛
の
両
人
が
初
代

で
'
五
人
扶
持
を
給
与
さ
れ
て
い
た
｡
原
弥
太
着
工
門

･
寺
島
彦
助
が
こ

れ
に
代

っ
た
の
が
何
時
の
事
か
明
ら
か
で
夜
い
が
､
元
線
二
年
'
芭
蕉
が

来
酒
の
折
に
は
寺
島
彦
助
が
現
任
し
て
い
た
こ
と
は
確
か
で
あ
る
O
享
保

元
年
に
原
弥
太
着
荷
門
が
病
気
退
役
し
て
小
幡
嘉
兵
衛
が
跡
役
､
同
六
年

寺
島
彦
助
も
退
い
て
富
樫
伊
助
が
継
い
で
い
る
の
で
､
富
樫
は
代
を
重
ね

て
幕
末
に
か
よ
ん
だ
も
の
ら
し
い
｡
天
保
八
酉
年
に
富
樫
に
不
正
事
件
あ

-
'
御
役
御
免
の
上
､
渡
辺
太
助
が
跡
役
五
人
扶
持
前
々
の
通
-
下
賜
さ

れ
て
い
る
.

(酒
田
湊
制
札
写
'
前
掲
酒
田
市
史
料
三
所
収
六
五
四
貢
)

(4
)

城
米
輸
送
と
酒
田
湊
の
法

(負
)
的
関
係
は
明
ら
か
で
な
い
が
､

天
和
二
年
十
月
､
公
儀
融
に
よ
-
､
次
の
様
に
示
達
さ
れ
た
｡

｢
羽
州
漆
山

･
寒
河
江

･
大
山

･
丸
岡

･
由
利
御
料
米
御
城
米
'
江
戸
御

蔵
江
相
廻
候
儀
'
向
後
酒
井
右
衛
門
尉

･
松
平
清
三
郎

･
諸
星
庄
兵
衛
江

被
仰
付
候
-
-
｣
(史
料
集
三
集
所
収
五
六
五
四

｢覚
｣
)
松
平

･
諸
星
は

前
記
天
領
の
代
官
で
あ
る
か
ら
当
然
の
職
務
で
あ
る
が
､
酒
井
藩
は
､
酒

田
湊
が
領
内
に
あ
る
故
で
'
余
分
の
勤
役
で
あ
る
｡

従

っ
て
､
そ
の
代
償
を
示
す
も
の
ら
し
-
次
の

｢覚
｣
が
あ
る
｡

｢村
山
郡
其
年
之
御
年
貢

最
上
川
筋
秋
よ
-

其
年
之
内

二
川
下
ケ
ニ
相

成
､
酒
田
湊

二
蔵
元
八
軒
有
之
､
右
之
者
共
之
蔵
江
入
置
､
翌
春
御
差
向

之
廻
航
御
米
積
入
之
間

二
会
候
程
‥
-
｣

に
舟
下
し
し
て
'

｢御
湊
御
蔵

場
所
見
立
'

御
領
主

酒
井
左
衛
門
尉
様

御
普
譜
被
遊
候
､

東
西
九
拾
六

(
マ
､)

軒
'
南
北
四
拾
八
間
-
-
随
賢
蔵
御
囲
与
申
候
-
-
･為
修
覆
料
御
高
三
千

石
延
御
公
儀
様
別
段
御
抱
領
之
由
-
‥
｣

(前
掲
史
料
集

三
所
収
､

酒
田

湊
御
制
札
写
､
六
五
九
貢
)
即
ち
'
瑞
賢
蔵
修
覆
料
と
し
て
'
十
四
万
石

の
外
'
三
千
石
を
別
に
拝
領
し
て
い
た
｡
三
千
石
が
何
れ
の
知
行
地
に
相

当
す
る
か
は
明
ら
か
で
な
い
が
､
米
置
場
重
視
､
当
該
領
主
優
遇
の
裏
付

が
う
か
が
え
る
｡

(
5
)

積
人
の
入
用
'
船
頭
止
宿
入
用
と
し
て
､

一
腹

二
付

(大
小

二
不
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拘
)
三
両
弐
分
宛
廻
米
御
用
達
浦
役
人
富
樫
伊
助
に
盛
岡
藩
か
ら
支
払

わ
れ
て
い
る
｡

(
六
六
六
五
上
段
)

(

6
)

享
保
二
十
年
卯
六
月
､
御
蔵
米
債
船
乗
組
人
数
定
に
よ
る
と
次
の

通
-
で
あ
る
｡

大坂～新潟 (万延元年)
阿部善雄氏前掲論文による

(申
辰
雑
記

･
日
本
財
政
経
済
史
料
巻

一
)

従

っ
て
'
六
盲
右
横
に
八
人
の
乗
組
は
定
法
を
下
廻

っ
て
い
る
｡

(
7
)

加
州
本
書
九
兵
衛
船
は
四
月
十
七
日
に
酒
田
湊
を
出
帆
し
て
い
る

か
ら
､
四
月
六
日
に
大
津
し
て
か
ら
十
二
日
後
に
出
帆
し
た
こ
と
に
浸

る
.
必
ず
し
も
十
日
以
上
滞
船
し
て
い
る
と
は
限
ら
覆
い
が
､
大
津
し

て
､
船
の
堅
牢
度
の
吟
味
'
廻
送
定
法
の
取
発
､
積
込
'
舟
具
の
購
入

整
備
'
送
状
を
調
え
る
こ
と
等
加
え
､
日
和
が
必
ず
し
も
順
調
に
恵
ま

れ
を
い
と
十
日
前
後
は
経
過
す
る
様
で
あ
る
.

(
8
)

出
帆
し
て
か
ら
大
坂
ま
で
の
航
海
日
数
に

つ
い
て
｢
廻
漕
録
｣
の
記

載
は
欠
け
て
い
る
.
但
し
､
天
保
九
年
戊
年
､
同
じ
羽
州
村
山
郡
尾
花

沢

･
東
根
代
官
領
の
城
米
江
戸
廻
漕
に

つ
い
て
へ
前
掲
石
井
氏
の
論
稿

に
酒
田
湊
出
帆
後
の
航
海
日
録
が
'
羽
州
村
山
郡
天
保
六
年
六
番
船
'

天
保
九
年
七
番
船
弘
化
二
㌧
三
年
に
亘
る
十
五
例
に

つ
い
て
示
さ
れ
て

い
る
｡
こ
れ
に
よ
る
と
大
坂
か
ら
酒
田
ま
で
の
空
船
廻
航
日
数
平
均
五

十
二
日
､
最
短
廿
九
日
最
長
百
七
十
三
日
を
要
し
て
い
る
｡
こ
れ
に
城

米
を
積
込
ん
で
江
戸
品
川
ま
で
廻
漕
す
る
の
で
あ
る
が
､
そ
の
日
数
平

均
五
十
八
日
'
最
短
三
十
二
日
'
最
長
百
四
日
と
覆

っ
て
い
る
｡
阿
部

善
雄
氏
の
研
究
に
よ
る
新
潟

-
江
戸
間
の
場
合
を
見
る
と
､
大
坂
仕
立

空
船
平
均
五
十
八
日
'
新
潟

-
江
戸
品
川
城
米
積
入
廻
航
日
数
平
均
八

十

1
日
'
何
れ
も
酒
田
起
点
に
す
る
空
船
､
城
米
積
大
江
戸
廻
漕
日
数

と
比
較
し
て
こ
れ
を
上
廻

っ
て
い
る
の
は
奇
妙
で
あ
る
.
万
延
元
年
の

天
候
不
順
の
外
に
仕
立
船
の
規
模
等
に
よ
る
船
足
の
違
い
に
よ
る
も
の

で
あ
ろ
う
｡
大
坂
仕
立
､
瀬
戸
内
海
塩
飽
船
は
八
百
石
-

一
〇
〇
〇
石

を
上
廻
る
の
が
普
通
で
あ
る
｡
酒
田
廻
航
船
を
基
準
に
し
て
見
る
と
空

船
は
大
坂

1
酒
田
ま
で

l
ヶ
月

㊦
〇
十
四
､
五
日

(
一
七
三
日
の
場
合

を
例
外
と
す
る
)
'

積
大
江
戸
品
川
ま
で
は

一
ケ
月

㊦
〇
一
ケ
月
と
距
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雛
が
長
い
だ
け
に
広
が
-
が
大
き
い
｡
従

っ
て
大
坂
は
こ
れ
よ
-
略

一

週
間
を
差
引
い
た
平
均
五
十
日
前
後
と
見
当
づ
け
る
こ
と
が
出
来
る
.

(9
)

九
曜
御
船
印
は
盛
岡
藩
の
南
部
家
家
紋
で
'
次
の
様
で
あ
る
｡
出

帆
の
際
は
､
公
儀
城
米
扱
で
あ
る
か
ら
､
日
の
丸
御
船
印
を
用
い
る
の

拙

稿
､
書
評

｢河
村
瑞
賢
｣
歴
史
3

･
31
輯

二

七
貢

(
13
)

天
明
度
御
触
御
書
付
類
留
二

(
日
本
財
政
経
済
史
料
巻

一
･
三
六

二
頁
)

(
14
)

旧
政
府
御
達
留
六
'

天
保
集
成
甘
六

(
日
本
財
政

経
済
史
料

巻

一
･
四
四
二
頁

-
)
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仙

(武
鑑

巻
七
)

で
あ
る
が
､
海
上
に
出
て
か
ら
は
'
為
替
米
廻
送
の
姿
に
庚
し
て
九
曜

星
御
船
印
を
か
か
げ
る
と
添
書
し
て
い
る
｡
運
賃
金
､
押
石
'
免
石
等

公
儀
城
米
あ
っ
か
い
に
す
る
と
有
利
で
あ

っ
た
ら
し
い
｡

(
10
)

｢出
羽
北
国
空
船
之
儀
'
近
年
船
下
足
積
差
配
人
共
相
願
､
例
年

伺
之
上
､
塩

･
藍
玉

･
砥
石
三
品
之
内
千
石
積
之
船
'
三
百
石
程
'
五

百
右
横
之
船
着
古
五
十
石
日
程
宛
､
船
足
積
御
免
被
仰
渡
為
積
廻
候
､

其
外
荷
物
之
儀
者
積
込
候

儀
不
仕
定
法

二
御
座
候
｣
(石
井
氏
前
掲
稿

に
よ
る
)

(
11
)

｢諸
国
御
廻
栄
取
扱
方
覚
書
抜
'｣
は
本
文
に

記
し
た
如
-
に
寛

保
元
酉
歳
十

一
月
仰
付
ら
れ
て
い
る
が
､
爾
後
毎
年
こ
の
通
-
に
許
可

さ
れ
た
か
は
庸
検
討
を
要
す
る
｡
石
井
氏
は
毎
年
更
め
て
通
達
さ
れ
た

と
し
て
い
る
O
(仝
上
論
稿
)

(
12
)

古
田
長

一

河
村
瑞
賢

三
五
～
三
六
貢
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